平成２９年度事業報告
（平成29年度事業期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日）
はじめに
八ヶ岳南麓地域には、数多くの乗馬倶楽部があり、馬のロケ地として使われるなど本地域では、馬と八ヶ岳の自然を中心に地域振興を図ってきた。その中でも山梨県馬術競技場は、日本有数の馬術競技場であり、地域振興の拠点施設となっている。
このような状況の中で、当センターでは平成２７年度から国の地方創生事業を活用し、施設等の機能向上整備を図るとともに、競技場のＰＲによる大会誘致や地域イベントのＰＲなどを通して、八ヶ岳南麓の馬事振興と県内外からの集客増を図る事業に取り組んできたところである。その結果、平成２９年度は、全日本ヤング総合馬術や関東学生馬術大会総合競技が当競技場で新たに開催された。また、同年には厩舎・ホースマネージャー棟の施設整備を行い、平成３０年度は、全日本ジュニア障害馬術大会（平成２５年度以来）や新に全日本学生馬術大会・全日本総合馬術大会が開催されることとなった。今後も引き続き、大規模大会誘致に取り組むとともに「JOCオリンピック強化拠点」の承認に向けた取組みを行っていく。
Ⅰ　総　務　関　係
　　１　諸　会　議
（１）第１回理事会　　　       平成２９年　５月１５日
　　　　第１号議案　平成２８年度事業報告並びに収支決算について
　　　　第２号議案　評議員会の開催について
その他　
（２）第１回評議員会　　　     平成２９年  ５月３０日
　　　　第１号議案　平成２８年度事業報告並びに収支決算について
　　　　その他
（３）第２回理事会（書面決議） 平成３０年　１月２４日
　　　　　第１号議案　竣工式の開催及びお披露目の大会開催について
　　　　　その他
（４）第２回評議員会（書面決議）平成３０年　１月３０日
　　　　第１号議案　竣工式の開催及びお披露目の大会開催について
　　　　　その他

　　　（５）第３回理事会　　　　      平成３０年　３月２８日

　　　　　第１号議案　平成２９年度補正予算（案）について
　　　　　第２号議案　平成３０年度事業計画（案）並びに収支予算（案）
について　　　　
第３号議案　特定費用準備資金等取扱規則について
第４号議案　役員報酬について

第５号議案　役員の変更について
第６号議案　評議員会の開催について

その他
（６）第３回評議員会　　　      平成３０年　３月３０日

　　　　　第１号議案　平成２９年度補正予算（案）について
　　　　　第２号議案　平成３０年度事業計画（案）並びに収支予算（案）
について　　　　
第３号議案　特定費用準備資金等取扱規則について

第４号議案　役員報酬について

第５号議案　役員の選任について
その他
　　　（７）その他の会議等
　 　　　　１）監査会　　　　　　　　　　　  平成２９年４月２７日
     　　　２）八ヶ岳ホースショー実行委員会総会        ５月２３日
３）フェスタまきば会議　　　　　 　         ７月２６日
　 　　　　４）平成３０年度当初予算畜産課ヒヤリング    ９月１５日
　　　　　 ５）馬とふれあう棒道ウオーク　　　　　　　　９月２４日
　　　　　 ６）フェスタまきば　　　　　　　　　　    １０月　１日

   　　　　７）山梨県馬術競技場サポートクラブ会議
　　　　　　 平成３０年１月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３月　８日
　　  ２　馬術競技会等誘致促進事業の実施
（1） 厩舎・ホースマネージャー棟解体、建築工事
厩舎：鉄骨１階2,609㎡、ﾎｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ棟：木造２階建261㎡

（2） 外構・馬洗場移設工事
ﾌﾞﾛｯｸ積み241.5㎡、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装919.8㎡、機械掘削3,362.3㎥
３　馬術大会・合宿等誘致のため大会主催者へのＰＲ活動
（１）障害馬術本部長訪問（京都府　京都乗馬クラブ）平成２９年7月２４日
（２） 関東管内の大学馬術部を中心に競技場案内を配布し合宿の誘致を行った。
　　　
  　　４　場内公園化推進
　　　　  北杜市の基本理念である「人と自然と文化が躍動する環境創造都市」を推進するため、年間を通して、花と緑と馬の競技場を目指して植栽・補植整備を実施した。
Ⅱ.業　務　関　係
１　馬事技術普及奨励事業
　   （１）選手強化
　 　 　  山梨県教育委員会指定の国体強化選手並びに山梨県馬術連盟指定の
　　  　  強化選手に対する施設開放及び指導を行った。
　　　１）強化指定馬への飼育管理費及び調教費の支払い

　　　　　２頭　２，８８１，０５１円　
　　　２）馬運車の使用状況
　　　　　３０回使用（内１４回県馬連（強化選手）への貸出）
（２）各種大会の開催
　　サマーホースショー等の県外１１大会、県内６大会が開催された。
（３）合宿訓練
　　  　  日本馬術連盟の総合馬術ナショナルチーム合宿をはじめ、各大学、
　　　 　 乗馬クラブ及び各県馬術連盟等の合宿、講習会を受け入れた。
２　優良乗用馬育成供給事業
（１）馬の放牧を実施し草地の有効利用を図った。
３　受託事業
　 　（１）県有馬４頭、強化指定馬２頭の飼育調教管理委託事業を実施した。
　　（２）スポーツホースの調教管理委託事業を実施した。
　 　
４　イベント開催の支援
（1） 八ヶ岳ホースショーin・こぶちざわ　　        平成２９年７月２９日
入場者　9,800人　     　                      
（２）馬とふれあう観光ウオーク　　　　　　　　　　平成２９年９月２４日
　　　入場者　500名

　（３）来訪者
（公社）全国乗馬倶楽部振興協会細野会長
　日本社会人団体馬術連盟理事長　　　　　
全日本医歯薬学生馬術連盟高木会長
（４）見　学　　　
　 　      帝京学園短期大学オリエンテーション 　　（他　来場者総数　34,084名）
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